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【動機】

青森県陸奥湾ではホタテのへい死が深刻化し、貝殻だけが残されている。この貝殻の活用策とし
て、複層水酸化物系制酸剤の原料にすることを考えた。従来はＭｇを用いるが、同族のＣａでも
使えると予想した。

【方法】

医薬品の制酸特性を評価する方法であるフックス変法を採用した。塩酸と恒温槽、ｐＨメーター
があれば、ｐＨの経時変化を測定することができるためである。グラフから速効性と持続性につ
いて評価し、胃薬としての可能性を検討した。

【結果】

貝殻由来の複層水酸化物を作製できた。複層水酸化物のみだと、ｐＨが高くなりすぎてしまうが
、市販胃薬と同様に炭酸水素ナトリウムや炭酸カルシウムと混合すると、望ましいｐＨ範囲を市
販胃薬より長時間保つことが分かった。

【まとめ】

市販試薬で作製したものと貝殻で作製したもので比較しても、制酸作用は同程度であることから
、貝殻を活用できることが分かった。胃薬としては、市販胃薬と同様に他成分と混合することで
、より長時間望ましいｐＨを保つことができるようになった。

【展望】

貝殻パウダーはカルシウム補給食品や生薬として存在するので、服用には問題ないと考える。そ
のため、従来の複層水酸化物系制酸剤をＭｇではなくＣａで作製することで、貝殻の活用策の一
案として提案できるのではないだろうか。
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